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　毎
日
畑
に
出
て
野
菜
や
果
樹
な

ど
季
節
の
作
物
を
育
て
て
い
る
盛

徳
さ
ん
。
自
分
で
耕
運
機
を
軽
ト

ラ
に
乗
せ
畑
を
耕
し
て
い
る
元
気

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　元
気
の
秘
訣
は
、
毎
日
畑
に
出

る
事
と
毎
日
の
晩
酌
で
す
。

　健
康
で
生
き
生
き
と
楽
し
そ
う

な
盛
徳
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
目
標

で
す
。

健
康
祈
願
！記

事
担
当
：
安
里
　周
作

シリーズ第5回　地域の元気なおじーおばー

恩納区　瀬良垣盛徳さん（90歳）



議　会　だ　よ　り 2第146号（令和2年11月25日）

どう使った12 9億1939万円
歳入合計１３３億５７３５万６千円

認定

質　村税収入未済額ついて
答　現年課税分個人村県民 税252件1242万3千円、滞納繰越分固定資産税579
件3097万1千円が主な 要因である。

質　児童福祉施設使用料と 一般廃棄物処理手数料の収入未済額について
答　使用料４８万３千円に ついては、公立及び私立保育所の現年度分と過年度
分使用料で、分納相談 等行いながら徴収していく。手数料７９万３千円に
ついては、事業所汚泥 の手数料で、現在64万3千200円は徴収済である。

質　財産収入について、軍 用地料等財産収入が年々増える中で、財政目的のあ
る基金への積み立て や、軍用地所在区との軍用地料アップ分の村財政確
保の支援要請等、今後 検討する必要があると思われるが。

答　以前の軍用地料の件に ついては、地域の合意形成が図れなかった。

質　公有財産の価格を表示できないか。又公有財産の賃貸を行っているが、鑑定評価額を基準として行っているのか。
答　評価額を入れるとなると相当な事務や経費を要するため検討しながらになる。賃貸については、今まで軍用地料を 参考に賃貸料を決定しているが、今後は鑑定評価額や

近隣の評価額を参考に賃貸料を検討したい。

特 別 会 計

水道事業会計

歳　入 歳　出

収益的収入 収益的支出

15億8581万4千円

1億776万6千円

6億7980万5千円

15億5138万9千円

1億759万3千円

6億5400万8千円

国民健康保険
後期高齢者医療
下 水 道 事 業

7億9545万2千円 6億5645万円

資本的収入 資本的支出
2億1417万8千円 3億7924万円

※不足分は過年度分損益勘定留保資金
　で補てん

水　道　事　業

村税
１７億８７３０万３千円
13.4%

財産収入
１８億５４７９万２千円
13.9%

繰入金
９億９１５０万５千円
　　　7.4%

その他
１５億１０１２万５千円
11.3%

国・県支出金
３８億７１５４万円
29.0%

地方交付税
１３億１８８０万円
9.9%

村債
１５億９６４０万円
　11.9%

その他
４億２６８９万１千円
  3.2%

自主財源
61億4372万5千円

46.0%

依存財源
72億1363万1千円

54.0%

村民税、固定資産税、
軽自動車税等

財産運用(村有
地賃貸料,軍用
地料・預金利息
等)他

特別会計や基金
から持ってくるお
金

分担金及び負担金、繰越金、
使用料及び手数料、寄附金他

国・県からの補助金

行政の格差をなく
すため、国から交付
されるお金

国や金融機関
から借りるお金

地方消費税、
ゴルフ場利用税他

議　会　だ　よ　り3 （令和2年11月25日）第146号

どう使った12 9億1939万円

記事担当　島袋　裕介

令和元年度一般会計

歳出合計１２９億１９３９万２千円

【 歳入に関する委員会質疑 】

決算

質　村税収入未済額ついて
答　現年課税分個人村県民 税252件1242万3千円、滞納繰越分固定資産税579
件3097万1千円が主な 要因である。

質　児童福祉施設使用料と 一般廃棄物処理手数料の収入未済額について
答　使用料４８万３千円に ついては、公立及び私立保育所の現年度分と過年度
分使用料で、分納相談 等行いながら徴収していく。手数料７９万３千円に
ついては、事業所汚泥 の手数料で、現在64万3千200円は徴収済である。

質　財産収入について、軍 用地料等財産収入が年々増える中で、財政目的のあ
る基金への積み立て や、軍用地所在区との軍用地料アップ分の村財政確
保の支援要請等、今後 検討する必要があると思われるが。

答　以前の軍用地料の件に ついては、地域の合意形成が図れなかった。

質

質

質

答

【 歳出に関する委員会質疑 】

【財産に関する調書について 】

質　総務費、財政管理費、委託料の不用額5008万4千円について
答　ふるさとづくり応援寄附金業務に係る返礼品の送付やWEB掲載等の委託料で、寄
付額の約41％で算出しており、前年度比268.1％増の寄附金を大きく見込んだこ
とが要因である。当基金条例が、直接、委託料等の事務経費に充てる事が出来な
いことから、条例を見直す予定である。

質　民生費、保育所費、報酬115万円と賃金139万5千円の不用額について
答　保育士不足によるものであるが、時間単位での職員を採用し保育所運営には支障
は出ていない。

質　教育費、体育施設費、維持管理について、赤間施設に多々不具合が出ているが対
応しているか。

答　指定管理者と協議は行っており、経費が掛かるものについては財政担当と相談し
対応していく。

質

質

質

答

質　公有財産の価格を表示できないか。又公有財産の賃貸を行っているが、鑑定評価額を基準として行っているのか。
答　評価額を入れるとなると相当な事務や経費を要するため検討しながらになる。賃貸については、今まで軍用地料を 参考に賃貸料を決定しているが、今後は鑑定評価額や

近隣の評価額を参考に賃貸料を検討したい。

質
答

答

答

答

答

総務費
２７億１７７３万２千円
21.0%

民生費
１８億１９３７万５千円
14.1%

衛生費
５億３４２８万２千円　4.1%

農林水産業費
７億４２７４万２千円
　5.7%

土木費
２３億６２５万４千円
17.9%

教育費
３８億２４３５万３千円
29.6%

その他
３億７１４４万９千円
2.9% 村の財産管理、情報処理、

選挙にかかったお金

高齢者、障害者
福祉、保育所、児
童手当などにかか
るお金

予防接種、検診、ごみ処理
などにかかるお金

漁港整備、農業の
振興にかかるお金中小企業支援・

恩納村のPR等
にかかるお金

商工費
１億９５９８万９千円
1.5%

ダム、道路、河川、村営
住宅整備・維持管理に
かかるお金

幼小中学校教育・
スポーツ振興にか
かるお金

村債として借りた
お金の返済など

議会費、消防費、
災害復旧費

　　　公債費
４億７２1万6千円
　　　　3.2%



議　会　だ　よ　り 4第146号（令和2年11月25日）

令和元年度に実施 された主な事業

８億3168万６千円

建設課：万座毛周辺活性化施設整備

学校教育課：うんな中学校施設整備事業等

25億8468万円
農林水産課：恩納漁港整備工事

２億9837万円
福祉健康課：子育て世帯に対する支援（児童手当）

２億758万５千円

被用者児童手当
非被用者児童手当
被用者小学校終了前児童手当
非被用者小学校終了前児童手当
中学校児童手当
特例給付

区　分 児童数
2158人
900人
7333人
3650人
3472人
740人

児童手当給付事業

１階：地域特産品コーナー、多目的ホール
２階：飲食店スペース、デッキテラス
３階：デッキテラス

・校舎、屋内運動場
・屋外プール、グラウンド整備
・騒音防止工事、グラウンド照明施設

議　会　だ　よ　り5 （令和2年11月25日）第146号

令和元年度に実施 された主な事業
企画課：「サンゴのむら宣言」SDGｓプロジェクト推進業務

7104万２千円

総務課：恩納村ふるさとづくり応援寄附金業務

２億5444万４千円

議会事務局：恩納村議会の活動状況等

　　各委員会
議会運営委員会
総務財政文教委員会
経済建設民生委員会
基地問題対策委員会
議会広報委員会
予算特別委員会
決算特別委員会

日　数
16日
22日
27日
3日
21日
5日
4日

村民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
村税合計

収入済額
令和元年度村税徴収率

現年度分
滞納繰越分
　　計

３月定例会 ：14日
６月定例会 ： ７日
９月定例会 ：11日
12月定例会： ８日

税　目 調定額
568,211,280
1,126,451,866
44,389,365
48,250,900

1,787,303,411

98.4％
26.5％
95.7％

597,980,385
1,173,967,028
47,603,588
48,250,900

1,867,801,901

平成31年４月臨時会～令和元年３月定例会（招集回数10回）

令和元年度村税内訳書

（委員会招集日数）

１億510万４千円

１億985万円

税務課：賦課・徴収業務

記事担当　島袋　裕介

自然環境の保全により、観光産業の高付加
価値を図り、その収益を村民に還元する仕
組みを構築する

令和元年度寄附金：６億2751万8373円
恩納村の魅力や特産品のPR・販売促進を
目的に、ふるさと納税をされた方へお礼品
を提供する。



議　会　だ　よ　り 6第146号（令和2年11月25日）

　去る９月23日、第８回９月定例会において、新型コロナウイルス感染症対策に係る特例 措置として、議発第２号、恩納村議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
が提案されました。
（改正内容）　令和２年10月から令和３年３月までの分の政務活動費を交付しないものと する。
（提案理由）　新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大防止に取り組むため、村三役の 給与が一定期間減額されている。村議会も下半期分の政務活動費を不支給とし村民の感染拡
　　　　　　　大防止対策に不支給分を充ててもらうため。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
政
務
活
動
費
の
出
来
た
理
由
を
ご
存

じ
で
す
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
が
活
動
を
す
る

た
め
の
資
金
、
住
民
の
意
見
を
聴
く
と
か

自
分
の
意
見
を
住
民
に
知
ら
せ
る
、
そ
れ

に
か
か
る
経
費
、
公
聴
会
等
い
ろ
ん
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
村
民
福
祉
に
寄
与

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
一
番
重

要
と
思
い
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
こ
れ
は
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に

よ
り
、
地
方
議
会
が
補
う
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
議
会
の
活

性
化
と
審
議
機
能
の
強
化
を
図
る
目
的

で
す
。こ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
半
年

間
は
自
粛
し
て
く
れ
と
な
る
。皆
さ
ん
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の
考
え
で
、

村
三
役
も
給
与
を
カ
ッ
ト
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
議
会
も
そ
れ
に
寄
り

添
っ
て
、
村
民
の
福
祉
の
た
め
に
や
っ
て

行
こ
う
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
政
務
活
動
費
は
公
費
で
す
。公
費
を
変

え
る
目
的
は
何
か
。自
分
た
ち
の
報
酬
か

ら
や
っ
た
方
が
皆
さ
ん
か
ら
は
喜
ば
れ

る
と
思
う
が
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
は
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な

く
、
政
務
活
動
費
を
ま
ず
カ
ッ
ト
し
て
、

こ
れ
以
上
悪
化
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
報

酬
の
カ
ッ
ト
も
や
む
を
得
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
政
務
活
動
費
に
関
し
て
は
、
大
変
議
論

を
重
ね
て
現
場
踏
査
で
与
那
原
町
で
事

情
聴
取
し
て
積
み
上
げ
て
き
て
成
り

立
っ
た
。こ
の
政
務
活
動
費
は
、
町
村
の

施
政
に
関
す
る
監
視
と
政
策
提
言
を
行

い
、
資
料
な
ど
の
購
入
も
す
る
。我
々
が

返
上
し
た
政
務
活
動
費
６
ヶ
月
分
は
何

に
充
当
す
る
か
伺
う
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
金
額
的
に
は
80
万
か
ら
90
万
だ
と
思

う
。感
染
防
止
対
策
と
し
て
役
場
で
考
え

て
ほ
し
い
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
事
業
の
見

直
し
、
事
務
の
効
率
化
、
財
源
の
確
保
に

奔
走
し
て
い
る
記
事
も
あ
り
、
我
々
が
村

に
対
し
て
提
言
し
な
い
と
い
け
な
い
。政

務
活
動
費
を
返
上
す
る
の
は
い
か
が
か
。

村
民
に
寄
り
添
う
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の

報
酬
か
ら
そ
う
い
う
提
案
を
し
て
ほ
し

か
っ
た
。政
務
活
動
費
は
ま
さ
に
我
々
の

命
で
す
。こ
の
こ
と
に
関
し
て
ど
う
い
う

風
に
政
務
活
動
費
を
と
ら
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
と
し
て
は
村
民
に
寄
り
添
い
、
直
ぐ

出
来
る
事
を
考
え
た
結
果
で
、
村
民
の
コ

ロ
ナ
対
策
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
思
い
で
す
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
こ
れ
は
時
限
で
す
よ
ね
。も
う
２
，
３

年
続
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。来
年
度
の
予

算
そ
の
辺
の
部
分
、
政
務
活
動
費
の
返
納

と
か
報
酬
の
削
減
も
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
来
年
の
２
月
、
３
月
に
状
態
が
悪
化
す

れ
ば
、
報
酬
の
削
減
あ
る
い
は
政
務
活
動

費
の
削
減
の
思
い
は
あ
る
。

（
質
疑
）宮
﨑
　
豊

　
臨
時
議
会
の
全
協
の
中
で
、
又
吉
副
議

長
が
、
一
人
で
も
反
対
者
が
居
た
ら
通
ら

な
い
と
言
っ
て
、
あ
え
て
な
ん
で
こ
こ
で

出
し
た
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員
会
で
、
一
人
で

も
反
対
者
が
居
れ
ば
委
員
会
と
し
て
は

取
り
上
げ
な
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
今

回
本
会
議
場
で
出
し
ま
し
た
。

（
質
疑
）宮
﨑
　
豊

　
こ
れ
が
い
か
に
大
事
か
と
い
う
議
員

も
い
ま
す
。特
に
一
期
目
の
方
は
有
効
に

使
お
う
と
や
っ
て
い
る
。そ
の
気
持
ち
を

ど
う
思
う
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
は
交
付
請
求
は
し
て
い
ま
せ
ん
。確

か
に
そ
れ
を
使
っ
て
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は
特

別
で
、
コ
ロ
ナ
で
予
算
も
大
分
削
減
さ
れ

て
い
る
中
で
、
ぜ
ひ
村
議
会
も
何
か
一
つ

出
来
な
い
か
と
の
思
い
で
す
。

（
反
対
討
論
）安
里
周
作

　
政
務
活
動
費
と
い
う
の
は
、
企
業
が
経

営
活
動
と
し
て
運
営
費
と
し
て
み
て
い

ま
す
。そ
れ
を
断
ち
切
る
と
議
員
活
動
を

窮
屈
に
し
て
し
ま
う
。目
的
の
中
に
、
調

査
活
動
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
観
点

か
ら
、
地
方
自
治
に
よ
っ
て
政
務
活
動
費

の
交
付
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。政
務
活
動

費
を
カ
ッ
ト
す
る
事
は
活
動
も
自
粛
し

な
い
と
い
け
な
い
。ど
う
し
て
も
必
要
な

の
で
反
対
し
ま
す
。

（
賛
成
討
論
）大
城
堅
三

　
色
々
な
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
。臨
時
議

会
で
も
話
し
た
世
界
規
模
で
国
民
生
活

や
色
ん
な
部
分
で
影
響
し
て
お
り
終
息

が
見
え
な
い
。ま
た
第
三
波
も
危
惧
さ
れ

当
局
も
日
々
色
ん
な
対
策
で
必
死
に

や
っ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
中
で
色
ん
な

政
務
活
動
の
趣
旨
、
目
的
も
あ
り
ま
す
が

副
議
長
が
言
わ
れ
た
村
政
に
反
映
さ
せ

る
活
動
、
そ
の
他
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
事
も
謳
わ
れ

て
お
り
ま
す
。我
々
も
少
し
協
力
で
き
る

立
場
か
ら
賛
成
と
し
ま
す
。

（
反
対
討
論
）吉
山
　盛
次
郎

　
よ
く
執
行
部
と
議
会
は
両
輪
と
言
う

が
、
議
会
の
や
る
こ
と
は
政
策
の
監
視
と

政
策
提
言
な
ん
で
す
。政
務
活
動
費
を
奪

わ
れ
た
ら
我
々
は
何
も
出
来
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。政
務
活
動
費
を
有
効
に

使
っ
て
い
る
議
員
も
い
る
中
、
個
人
の
物

と
し
て
捉
え
て
提
案
す
る
の
は
方
向
性

を
間
違
え
て
い
る
と
思
う
。先
ほ
ど
か
ら

賛
成
議
員
が
福
祉
と
言
っ
て
い
る
が
、

我
々
の
向
き
方
は
住
民
と
ど
う
向
き
合

う
か
で
す
。そ
れ
を
活
か
し
た
提
言
が
議

員
の
主
た
る
役
目
で
す
。

（
賛
成
討
論
）仲
田
　
豊

　
政
務
活
動
費
に
対
し
て
議
論
し
た
け

ど
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
期
間
で
第
二

波
第
三
波
も
続
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
。政

務
活
動
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
村
民
と
一
緒
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う

の
が
当
然
だ
と
思
う
。政
務
調
査
費
が
な

い
か
ら
議
会
活
動
が
出
来
な
い
こ
と
は

な
い
。自
分
は
自
腹
を
切
っ
て
も
出
来
ま

す
。

（
反
対
討
論
）島
袋
裕
介

　
政
務
活
動
費
は
議
員
の
調
査
、
研
究
、

研
修
、
広
報
活
動
な
ど
村
政
に
反
映
さ
せ

る
目
的
で
、
議
員
一
人
一
人
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。活
動
費
を
使
用
す

る
議
員
と
公
平
と
は
言
え
ず
納
得
で
き

な
い
。議
会
も
報
酬
を
減
額
し
た
ほ
う

が
、
村
民
に
分
か
り
や
す
い
と
思
い
反
対

し
ま
す
。

（
賛
成
討
論
）喜
納
正
誠

　
提
案
理
由
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
議
員
自

ら
政
務
活
動
費
を
削
減
す
る
。そ
れ
を
村

民
の
方
に
予
算
を
回
し
、
未
曽
有
の
時
期

を
乗
り
越
え
て
頂
く
事
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

で
多
く
の
村
民
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
中
、

痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
事
で
す
の

で
賛
成
で
す
。

（
反
対
討
論
）宮
﨑
　
豊

　
私
は
三
月
定
例
会
で
コ
ロ
ナ
対
策
を

早
め
に
す
る
事
を
お
願
い
し
、
近
隣
市
町

村
に
先
駆
け
て
、
商
工
会
を
窓
口
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
第
二
波
第
三

波
と
続
き
、
多
方
面
に
支
援
策
が
実
施
さ

れ
村
事
業
で
二
億
三
千
万
円
、
国
事
業
含

め
て
五
億
円
以
上
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。国
内
で
も
有
数
な
観
光
地
恩
納

村
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
政
務
活

動
費
は
必
要
で
す
。

（
賛
成
討
論
）山
城
良
一

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
私
は
率
先
し

て
提
案
し
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
は

十
分
承
知
し
て
い
る
。三
名
の
方
が
報
酬

を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
い
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
提
案
す

れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

う
。村
民
と
痛
み
分
け
を
す
る
気
持
ち

で
、
こ
の
予
算
が
村
民
に
有
効
に
コ
ロ
ナ

対
策
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
議
員
９
名
、

反
対
６
名
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

質  
疑

提出議員　又吉　貢　賛成議員　山城良一　仲田　豊　大城 堅三　外間勝嘉　山田政幸　大城　保　喜納正誠　佐渡山　明
政務活動費の交付に関する条例の一部 を改正する条例について（議発第２号）

議　会　だ　よ　り7 （令和2年11月25日）第146号

記事担当：金城　重治

　去る９月23日、第８回９月定例会において、新型コロナウイルス感染症対策に係る特例 措置として、議発第２号、恩納村議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例
が提案されました。
（改正内容）　令和２年10月から令和３年３月までの分の政務活動費を交付しないものと する。
（提案理由）　新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大防止に取り組むため、村三役の 給与が一定期間減額されている。村議会も下半期分の政務活動費を不支給とし村民の感染拡
　　　　　　　大防止対策に不支給分を充ててもらうため。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
政
務
活
動
費
の
出
来
た
理
由
を
ご
存

じ
で
す
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員
が
活
動
を
す
る

た
め
の
資
金
、
住
民
の
意
見
を
聴
く
と
か

自
分
の
意
見
を
住
民
に
知
ら
せ
る
、
そ
れ

に
か
か
る
経
費
、
公
聴
会
等
い
ろ
ん
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
村
民
福
祉
に
寄
与

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
一
番
重

要
と
思
い
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
こ
れ
は
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に

よ
り
、
地
方
議
会
が
補
う
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
議
会
の
活

性
化
と
審
議
機
能
の
強
化
を
図
る
目
的

で
す
。こ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
半
年

間
は
自
粛
し
て
く
れ
と
な
る
。皆
さ
ん
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
の
考
え
で
、

村
三
役
も
給
与
を
カ
ッ
ト
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
の
で
、
議
会
も
そ
れ
に
寄
り

添
っ
て
、
村
民
の
福
祉
の
た
め
に
や
っ
て

行
こ
う
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
質
疑
）糸
数
　
昭

　
政
務
活
動
費
は
公
費
で
す
。公
費
を
変

え
る
目
的
は
何
か
。自
分
た
ち
の
報
酬
か

ら
や
っ
た
方
が
皆
さ
ん
か
ら
は
喜
ば
れ

る
と
思
う
が
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
は
報
酬
を
カ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な

く
、
政
務
活
動
費
を
ま
ず
カ
ッ
ト
し
て
、

こ
れ
以
上
悪
化
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
報

酬
の
カ
ッ
ト
も
や
む
を
得
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
政
務
活
動
費
に
関
し
て
は
、
大
変
議
論

を
重
ね
て
現
場
踏
査
で
与
那
原
町
で
事

情
聴
取
し
て
積
み
上
げ
て
き
て
成
り

立
っ
た
。こ
の
政
務
活
動
費
は
、
町
村
の

施
政
に
関
す
る
監
視
と
政
策
提
言
を
行

い
、
資
料
な
ど
の
購
入
も
す
る
。我
々
が

返
上
し
た
政
務
活
動
費
６
ヶ
月
分
は
何

に
充
当
す
る
か
伺
う
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
金
額
的
に
は
80
万
か
ら
90
万
だ
と
思

う
。感
染
防
止
対
策
と
し
て
役
場
で
考
え

て
ほ
し
い
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
事
業
の
見

直
し
、
事
務
の
効
率
化
、
財
源
の
確
保
に

奔
走
し
て
い
る
記
事
も
あ
り
、
我
々
が
村

に
対
し
て
提
言
し
な
い
と
い
け
な
い
。政

務
活
動
費
を
返
上
す
る
の
は
い
か
が
か
。

村
民
に
寄
り
添
う
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の

報
酬
か
ら
そ
う
い
う
提
案
を
し
て
ほ
し

か
っ
た
。政
務
活
動
費
は
ま
さ
に
我
々
の

命
で
す
。こ
の
こ
と
に
関
し
て
ど
う
い
う

風
に
政
務
活
動
費
を
と
ら
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
と
し
て
は
村
民
に
寄
り
添
い
、
直
ぐ

出
来
る
事
を
考
え
た
結
果
で
、
村
民
の
コ

ロ
ナ
対
策
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
思
い
で
す
。

（
質
疑
）吉
山
　
盛
次
郎

　
こ
れ
は
時
限
で
す
よ
ね
。も
う
２
，
３

年
続
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。来
年
度
の
予

算
そ
の
辺
の
部
分
、
政
務
活
動
費
の
返
納

と
か
報
酬
の
削
減
も
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
来
年
の
２
月
、
３
月
に
状
態
が
悪
化
す

れ
ば
、
報
酬
の
削
減
あ
る
い
は
政
務
活
動

費
の
削
減
の
思
い
は
あ
る
。

（
質
疑
）宮
﨑
　
豊

　
臨
時
議
会
の
全
協
の
中
で
、
又
吉
副
議

長
が
、
一
人
で
も
反
対
者
が
居
た
ら
通
ら

な
い
と
言
っ
て
、
あ
え
て
な
ん
で
こ
こ
で

出
し
た
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
コ
ロ
ナ
対
策
特
別
委
員
会
で
、
一
人
で

も
反
対
者
が
居
れ
ば
委
員
会
と
し
て
は

取
り
上
げ
な
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
今

回
本
会
議
場
で
出
し
ま
し
た
。

（
質
疑
）宮
﨑
　
豊

　
こ
れ
が
い
か
に
大
事
か
と
い
う
議
員

も
い
ま
す
。特
に
一
期
目
の
方
は
有
効
に

使
お
う
と
や
っ
て
い
る
。そ
の
気
持
ち
を

ど
う
思
う
か
。

（
答
弁
）又
吉
　貢

　
私
は
交
付
請
求
は
し
て
い
ま
せ
ん
。確

か
に
そ
れ
を
使
っ
て
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は
特

別
で
、
コ
ロ
ナ
で
予
算
も
大
分
削
減
さ
れ

て
い
る
中
で
、
ぜ
ひ
村
議
会
も
何
か
一
つ

出
来
な
い
か
と
の
思
い
で
す
。

（
反
対
討
論
）安
里
周
作

　
政
務
活
動
費
と
い
う
の
は
、
企
業
が
経

営
活
動
と
し
て
運
営
費
と
し
て
み
て
い

ま
す
。そ
れ
を
断
ち
切
る
と
議
員
活
動
を

窮
屈
に
し
て
し
ま
う
。目
的
の
中
に
、
調

査
活
動
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
観
点

か
ら
、
地
方
自
治
に
よ
っ
て
政
務
活
動
費

の
交
付
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。政
務
活
動

費
を
カ
ッ
ト
す
る
事
は
活
動
も
自
粛
し

な
い
と
い
け
な
い
。ど
う
し
て
も
必
要
な

の
で
反
対
し
ま
す
。

（
賛
成
討
論
）大
城
堅
三

　
色
々
な
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
。臨
時
議

会
で
も
話
し
た
世
界
規
模
で
国
民
生
活

や
色
ん
な
部
分
で
影
響
し
て
お
り
終
息

が
見
え
な
い
。ま
た
第
三
波
も
危
惧
さ
れ

当
局
も
日
々
色
ん
な
対
策
で
必
死
に

や
っ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
中
で
色
ん
な

政
務
活
動
の
趣
旨
、
目
的
も
あ
り
ま
す
が

副
議
長
が
言
わ
れ
た
村
政
に
反
映
さ
せ

る
活
動
、
そ
の
他
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
事
も
謳
わ
れ

て
お
り
ま
す
。我
々
も
少
し
協
力
で
き
る

立
場
か
ら
賛
成
と
し
ま
す
。

（
反
対
討
論
）吉
山
　盛
次
郎

　
よ
く
執
行
部
と
議
会
は
両
輪
と
言
う

が
、
議
会
の
や
る
こ
と
は
政
策
の
監
視
と

政
策
提
言
な
ん
で
す
。政
務
活
動
費
を
奪

わ
れ
た
ら
我
々
は
何
も
出
来
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。政
務
活
動
費
を
有
効
に

使
っ
て
い
る
議
員
も
い
る
中
、
個
人
の
物

と
し
て
捉
え
て
提
案
す
る
の
は
方
向
性

を
間
違
え
て
い
る
と
思
う
。先
ほ
ど
か
ら

賛
成
議
員
が
福
祉
と
言
っ
て
い
る
が
、

我
々
の
向
き
方
は
住
民
と
ど
う
向
き
合

う
か
で
す
。そ
れ
を
活
か
し
た
提
言
が
議

員
の
主
た
る
役
目
で
す
。

（
賛
成
討
論
）仲
田
　
豊

　
政
務
活
動
費
に
対
し
て
議
論
し
た
け

ど
、
今
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
期
間
で
第
二

波
第
三
波
も
続
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
。政

務
活
動
費
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
村
民
と
一
緒
に
痛
み
を
分
か
ち
合
う

の
が
当
然
だ
と
思
う
。政
務
調
査
費
が
な

い
か
ら
議
会
活
動
が
出
来
な
い
こ
と
は

な
い
。自
分
は
自
腹
を
切
っ
て
も
出
来
ま

す
。

（
反
対
討
論
）島
袋
裕
介

　
政
務
活
動
費
は
議
員
の
調
査
、
研
究
、

研
修
、
広
報
活
動
な
ど
村
政
に
反
映
さ
せ

る
目
的
で
、
議
員
一
人
一
人
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。活
動
費
を
使
用
す

る
議
員
と
公
平
と
は
言
え
ず
納
得
で
き

な
い
。議
会
も
報
酬
を
減
額
し
た
ほ
う

が
、
村
民
に
分
か
り
や
す
い
と
思
い
反
対

し
ま
す
。

（
賛
成
討
論
）喜
納
正
誠

　
提
案
理
由
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
議
員
自

ら
政
務
活
動
費
を
削
減
す
る
。そ
れ
を
村

民
の
方
に
予
算
を
回
し
、
未
曽
有
の
時
期

を
乗
り
越
え
て
頂
く
事
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

で
多
く
の
村
民
が
苦
労
さ
れ
て
い
る
中
、

痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
事
で
す
の

で
賛
成
で
す
。

（
反
対
討
論
）宮
﨑
　
豊

　
私
は
三
月
定
例
会
で
コ
ロ
ナ
対
策
を

早
め
に
す
る
事
を
お
願
い
し
、
近
隣
市
町

村
に
先
駆
け
て
、
商
工
会
を
窓
口
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
第
二
波
第
三

波
と
続
き
、
多
方
面
に
支
援
策
が
実
施
さ

れ
村
事
業
で
二
億
三
千
万
円
、
国
事
業
含

め
て
五
億
円
以
上
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。国
内
で
も
有
数
な
観
光
地
恩
納

村
を
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
政
務
活

動
費
は
必
要
で
す
。

（
賛
成
討
論
）山
城
良
一

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
私
は
率
先
し

て
提
案
し
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
は

十
分
承
知
し
て
い
る
。三
名
の
方
が
報
酬

を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
い
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
提
案
す

れ
ば
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

う
。村
民
と
痛
み
分
け
を
す
る
気
持
ち

で
、
こ
の
予
算
が
村
民
に
有
効
に
コ
ロ
ナ

対
策
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
期
待
し
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
議
員
９
名
、

反
対
６
名
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

討  

論
提出議員　又吉　貢　賛成議員　山城良一　仲田　豊　大城 堅三　外間勝嘉　山田政幸　大城　保　喜納正誠　佐渡山　明
政務活動費の交付に関する条例の一部 を改正する条例について（議発第２号）
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令和２年第８回恩納村議会定例会

議会会議録は議会事務局、各字公民館でご覧いただけます。
また、村ホームページ（議会ネット中継・会議録）からも検索できます。

今回の一般質問
〔●（白抜き）は今回掲載された質問です〕

一般質問（9月定例会）

○コロナ禍における学校教育について

○高校通学への通学費助成について

○GIGA（ギガ）スクール導入について

仲田　豊　議員 A967－8338 P 9

○漁港施設の管理について

○新型コロナウイルス感染症対策について

○持続可能な公共施設に係る住民サービスに

ついて

吉山盛次郎　議員 A965－0669 P14

○恩納村内の河川冠水被害状況について

○喜瀬武原水利組合配水管の老朽化について

○タイワンスジオについて

○新型コロナウイルスによる恩納村経済損失

について

外間　勝嘉　議員 A090-3794-6254 P15

○堆肥、化成肥料の補助等について

●コロナ感染症対策について

○万座毛のキャラクターモニュメントについ

て

大城　保　議員 A964－3841 P16

○新型コロナウイルス感染症拡大防止対策と

支援策について

○村内の観光施設、公共施設の案内看板・誘

導標識について

山田　政幸　議員 A967－8485 P17

※質問の要旨は、一般質問通告書でご確認下さい

○村営墓地団地の整備状況について

○村営納骨堂（村民共同墓）の整備計画につ

いて

○渡久地政信名誉村民の顕彰について

P10佐渡山　明　議員 A966－2443

○コロナ禍コロナ後の対応について

○万座毛の環境整備について

○勢高道路整備事業について

P11安里　周作　議員 A966－8352

○村地域防災計画の自然災害に対する災害対

策について

○山田城跡について

P12糸数　昭　議員 A965－4052

○コロナウイルス感染症対策について

○サンゴの村づくりに向けた行動計画につい

て

○広報誌について

P13島袋　裕介　議員 A090-8919-8818

12月定例会のご案内！！
12月定例会は、12月7日（月）開会を予定しています。
なお、会期や、一般質問などの詳細な日程については、議会事務局まで問い合わせください。
皆様の傍聴を、お待ちしております。

【問い合わせ先】議会事務局　☎（098）966-１１９９
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本
村
児
童
生
徒
の
休
校
中
の
家
庭

学
習
実
態
、
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
第一波
に
伴
う
臨
時
休
業
の
際
に
は
、

数
日
間
の
課
題
を
作
成
し
て
、事
前
配

布
を
し
た
り
、学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

課
題
を
掲
載
し
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
貸
し
出
し
て
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
り
と
、
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
と
今
後
の
学
校
生
活
、３

密
は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
学
校
生
活
様
式
で
、通
常
に
行
わ
れ

て
い
た
座
席
位
置
や
グ
ル
ー
プ
で
の
給

食
等
が一変
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
た
形
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。引
き
続
き
３
密
を
避
け
、
児
童

生
徒
の
安
心
安
全
を
確
保
し
、学
習
の

保
障
・
育
ち
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
こ
の
質
問
を
個
々
の
議
員
か
ら
過

去
、
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
通
学
費
は
重
く
の
し
か
か

る
御
家
庭
の
心
境
を
察
し
、
ま
た
父

兄
か
ら
相
談
が
あ
り
、
あ
え
て
質
問

し
ま
す
。通
学
費
の
支
援
は
で
き
な
い

か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
高
校
生
の
通
学
費
助
成
は
、
平
成

２８
年
５
月
か
ら
第
１
回
の
総
合
教
育

会
議
の
中
で
、
優
先
順
位
は
高
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

平
成
３０
年
５
月
、
平
成
３０
年
１０
月
に

継
続
審
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。限

ら
れ
た
財
源
で
継
続
的
に
持
続
可
能

な
制
度
に
す
る
た
め
に
、
今
後
、
優
先

課
題
と
し
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
村
は
以
前
か
ら
１
人
１
台
で
は
な
い

で
す
が
、
各
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
を
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
を
３
ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ
ス

分（
３
人
に
１
台
）に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
端
末
を
整
備
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

機
能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
同
時

に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。「
３
人
に
１

台
」か
ら
今
回「
１
人
に
１
台
」に
台
数

が
増
え
る
こ
と
で
、
接
続
す
る
台
数
が

３
倍
に
な
る
こ
と
で
負
荷
が
大
き
く
接

続
で
き
な
い
こ
と
が
予
見
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
回
の
事
業
に
お
い
て
再
整
備

を
行
って
お
り
ま
す
。

　
　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
の
整
備
計
画

は
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
ス
タ
ー
ト
は
、
中
学
校
は
去
年
の
補

正
予
算
で
年
内
に
は
整
備
が
整
う
環

境
に
あ
り
ま
す
。小
学
校
は
、
今
年
度

予
算
で
情
報
機
器
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
整

備
し
、年
明
け
に
、先
生
方
の
研
修
、使

い
方
も
含
め
て
新
年
度
に
は
揃
う
と
思

い
ま
す
。

　
　
働
き
方
改
革
が
教
員
の
み
な
ら
ず
、

働
く
方
々
の
改
革
を
行
っ
て
い
る
。教

員
の
長
時
間
勤
務
は
、
中
学
校
が
６

割
小
学
校
３
割
と
言
わ
れ
て
お
り
、こ

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
、
ど
ん

な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長
　石
川
　司

　
　
こ
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
関

連
し
た
教
員
の
働
き
方
に
お
い
て
は
、

新
学
習
指
導
要
領
の
総
則
で
あ
る「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。そ
う
い
う
整
備
を
や
り

な
が
ら
、
基
本
は
対
面
授
業
で
あ
る
の

で
、
そ
こ
ら
辺
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

先
生
方
の
授
業
の
改
善
等
も
含
め
て
、

大
き
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質質

質

答答

答

質質

質

答答

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

教
育
に
つ
い
て

仲
田
　豊
　議
員

高
校
進
学
へ
の
通
学
助
成

に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス

ク
ー
ル
導
入
に
つ
い
て
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墓
地
団
地
、
新
た
な
整
備
予
定
は

ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
　村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
南
恩
納
墓
地
団
地
整
備
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
希
望
者
も
多
数
い
る
こ
と

か
ら
、関
係
課
と
調
整
を
図
り
整
備
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　村
長
　長
浜
善
巳

　
　
建
設
用
地
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関

係
課
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
未
婚

者
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
、
跡
取
り
問
題
な
ど
に
よ
る
無
縁

墓
地
の
増
加
や
、
空
き
墓
等
が
景
観

の
悪
化
を
招
き
、都
市
計
画
に
お
い
て

も
支
障
を
来
し
て
お
り
ま
す
。お
墓
の

維
持
管
理
が
不
要
な
た
め
、
安
価
で

利
用
で
き
る
。ま
た
お
墓
の
こ
と
で
家

族
に
負
担
を
か
け
な
い
で
済
む
な
ど

の
心
情
的
な
問
題
も
解
決
で
き
る
の

が
村
民
共
同
墓
、
納
骨
堂
で
あ
り
ま

す
の
で
、早
め
に
整
備
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
も
、

優
先
順
位
の
高
い
事
業
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
こ
と
に
つ

い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
整
備
計
画
で
は
墓
地
の
永
続
的
管

理
の
必
要
性
及
び
墓
地
の
健
全
な
経

営
の
確
保
と
い
う
観
点
、
さ
ら
に
村
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
墓
地
の
確

保
を
目
指
す
た
め
に
村
営
墓
地
整
備

に
関
す
る
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

計
画
と
い
た
し
ま
し
て
墓
地
エ
リ
ア
、

納
骨
エ
リ
ア
、
駐
車
場
エ
リ
ア
の
整
備

内
容
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
顕
彰
碑
の
建
立
事
業
、
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。建
立
の

た
め
に
各
字
、村
民
、郷
友
会
、企
業

な
ど
か
ら
、
多
く
の
御
寄
附
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
く
ら
集

ま
っ
て
い
て
今
現
在
、
ど
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
４
０
５
万
２
４
１
３
円
の
寄
附
が
集

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
１
０
０
万

円
は
顕
彰
碑
の
石
の
購
入
に
充
て
、
現

在
３
０
０
万
円
残
っ
て
お
り
ま
す
。そ

の
３
０
０
万
円
を
も
と
に
、
建
立
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
早
め
に
建
立
地
を
決
定
し
、
記
念

事
業
の
完
結
に
結
び
つ
け
て
ほ
し
い

の
で
す
が
、建
設
地
、具
体
的
な
計
画

を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
　健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
南
恩
納
区
の
赤
橋
付
近
が
最
適
な

場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
行
委

員
会
地
元
の
ほ
う
に
説
明
し
て
、
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
恩
納
小
学
校
の
敷
地
内
に
は
「
踊

り
子
」の
歌
碑
が
、
海
辺
に
ひ
っ
そ
り

と
置
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
歌
碑
も
新

し
く
出
来
上
が
る
建
立
碑
の
そ
ば
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
地
元
か
ら
も
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。渡
久

地
政
信
先
生
の
顕
彰
碑
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
で
建
立
事
業
は
し
っ
か
り

と
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質

質

質

質答

答答

答答

答

佐
渡
山
　明
　議
員

村
営
墓
地
団
地
の
整
備
計

画
に
つ
い
て

渡
久
地
政
信
名
誉
村
民
の

顕
彰
に
つ
い
て

村
営
納
骨
堂（
村
民
共
同

墓
）の
整
備
計
画
に
つ
い
て

歌碑（海側より） 歌碑（校舎側より）
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　観
光
産
業
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
コ
ロ
ナ
後
の
持
続
可
能
な
観

光
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
6
月
か
ら
7

月
末
に
か
け
て
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
協
会
と

漁
協
に
て
海
中
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。ダ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、環
境
保
全

に
対
す
る
共
通
認
識
も
深
ま
っ
た
と
聞

い
て
ま
す
。海
を
は
じ
め
自
然
環
境
の

保
全
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の

持
続
可
能
な
恩
納
村
の
産
業
を
支
え

る
と
考
え
ま
す
。

　
　観
光
産
業
の
量
か
ら
質
へ
の
転
換

と
い
う
事
で
伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　観
光
客
が
減
って
き
た
中
で
、
質
の

方
に
転
換
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　コ
ロ
ナ
禍
コ
ロ
ナ
後
の一次
産
業
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　農
薬
の
補
助
と
堆
肥
補
助
、飼
料
に

対
す
る
補
助
、
海
ブ
ド
ウ
の
養
殖
イ
ケ

ス
利
用
の一部
補
助
、
雇
用
安
定
を
図

る
海
中
清
掃
、
サ
ン
ゴ
の
植
え
付
け
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
後
6
次
産

業
、地
産
地
消
を
絡
め
て
各
所
の
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
　万
座
毛
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　万
座
毛
活
性
化
施
設
が
完
成
し
て
、

指
定
管
理
者
へ
万
座
毛
の
全
体
的
な

管
理
が
移
行
で
き
る
よ
う
今
後
協
議

し
、
文
化
財
の
保
存
と
観
光
地
と
し
て

常
に
良
好
な
景
観
を
保
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
　社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　社
会
教
育
課
と
し
て
は
、維
持
管
理

に
つ
い
て
商
工
観
光
課
と
協
議
を
し
、

持
続
可
能
で
適
切
な
管
理
に
向
け
て

指
定
管
理
団
体
と
調
整
し
た
い
と
考

え
て
ま
す
。

　
　県
の
文
化
財
課
は
、
整
備
計
画
書

を
出
し
希
少
種
在
来
種
を
守
る
こ
と

に
差
支
え
な
か
っ
た
ら
計
画
を
進
め

て
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。次
に
、
第

2
駐
車
場
へ
通
じ
る
道
路
両
側
の
除

草
後
、
ど
の
様
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　今
後
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
で

の
管
理
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
万
座

毛
を
所
管
す
る
博
物
館
側
と
の
事
務

調
整
と
な
って
い
く
と
考
え
ま
す
。

　
　恩
納
小
学
校
沿
い
の
勢
高
道
路
整

備
事
業
の
目
的
を
伺
い
ま
す
。

　
　企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　今
後
、
こ
の
跡
地
利
用
が
進
ん
で
い

く
中
で
交
通
量
が
増
加
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
児
童

の
安
全
と
い
う
の
を
確
保
す
る
た
め
に
、

歩
道
を
含
め
た
整
備
が
必
要
だ
と
考

え
て
ま
す
。

　
　恩
納
小
学
校
沿
い
か
ら
恩
納
通
信

所
返
還
の
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　企
画
課
長
　喜
久
山
　隆

　
　リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
開
業
す
れ
ば
、

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
け
れ
ど
、国
道
５８
号
線
か
ら

ホ
テ
ルへの
ア
ク
セ
ス
主
要
道
路
を
、別

途
今
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
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質
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答

答答

安
里
　周
作
　議
員

コ
ロ
ナ
禍
コ
ロ
ナ
後
の
対

応
に
つ
い
て

万
座
毛
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

勢
高
道
路
整
備
事
業
に
つ

い
て

恩納小学校沿いスクールゾーン
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去
っ
た
台
風
８
号
（
８
月
２４
日
）
に

大
雨
が
降
り
河
川
が
増
水
し
垂
川
が

氾
濫
し
ま
し
た
。村
道
（
旧
５８
号
）
が

冠
水
し
、そ
こ
に
乗
用
車
が
突
っ
込
み

あ
わ
や
人
身
事
故
に
な
る
。ま
た
公

共
バ
ス
も
２
時
間
通
行
止
め
に
な
る
。

そ
し
て
近
く
の
会
社
の
店
舗
も
浸
水

し
、
商
品
や
電
気
関
係
等
が
ダ
メ
に

な
る
水
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で

水
害
の
備
え
と
し
て
、
側
溝
や
排
水

溝
の
管
理
や
災
害
対
策
を
行
っ
て
い

た
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
定
期
的
に
点
検
は
行
い
、ま
た
通
報

等
が
あ
っ
た
場
合
、
駆
け
つ
け
て
、つ
ま

り
等
の
除
去
と
か
、
そ
う
いっ
た
対
策

は
行
って
お
り
ま
す
。

　
　
点
検
や
対
策
が
不
十
分
だ
か
ら
氾

濫
や
冠
水
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。近
年
の
異
常
気

象（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
大
雨
等
）の
傾
向

か
ら
、垂
川
は
機
能
し
て
い
る
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
今
後
、
河
川
及
び
流
域
も
含
め
総

合
的
に
調
査
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
未

整
備
箇
所
も
あ
り
、河
川
は
完
全
な
状

態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
機
関

と
調
整
を
行
い
改
善
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

　
　
以
前
に
下
流
の
河
川
拡
張
工
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な
ぜ一部
だ
け

拡
張
工
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
未
整
備
箇
所
は
、氾
濫
の
可
能
性
が

低
い
、
そ
し
て
ま
た
岩
盤
で
あ
る
こ
と

で
崩
れ
に
く
く
、
水
の
流
れ
が
良
い
と

判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
工
事
実
施
が

出
来
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま

す
。

　
　
今
後
、
河
川
の
維
持
管
理
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
河

口
閉
塞
と
な
っ
た
場
合
は
河
口
閉
塞
を

取
り
除
く
。ま
た
河
川
の
上
流
と
か
、

中
流
に
つ
ま
り
が
あ
っ
た
場
合
は
確
認

し
ま
し
て
、
除
去
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　
台
風
や
大
雨
は
毎
年
、
人
々
の
生

活
や
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
大

き
な
災
害
が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
村
地
域
防
災
計
画
で
被
害
を

未
然
に
防
止
、
軽
減
す
る
政
策
が
あ

り
ま
し
た
ら
伺
い
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
地
域
防
災
計
画
は
、今
年
の
６
月

に
改
定
し
、風
水
害
等
予
防
計
画
と
し

て
、
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
、

治
山
治
水
事
業
等
に
よ
る
村
土
の
保

全
、防
災
に
関
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
、

災
害
用
食
料
、
物
資
の
備
蓄
、
気
象
・

水
防
・
消
防
・
救
助
施
設
の
整
備
等

を
実
施
し
ま
す
。今
後
、
益
々
拡
大
し

て
い
く
自
然
災
害
等
への
対
策
・
予
防

を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
　
山
田
城
跡
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
山
田
城
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
調

べ
る
、重
要
遺
構
確
認
発
掘
調
査
を
実

施
し
、令
和
２
年
度
よ
り
公
有
地
化
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。令
和
２
年

度
は
土
地
購
入
予
定
地
に
山
田
財
産

区
を
中
心
に
６
筆
、
面
積
１
万
９
７
４

平
米
を
購
入
い
た
し
ま
す
。

　
　
全
体
計
画
を
作
成
し
て
、
皆
さ
ん

が
わ
か
る
よ
う
な
工
程
表
を
つ
く
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
１０
月
以
降
、整
備
計
画
と
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、
工
程
表
等
も
示
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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村
地
域
防
災
計
画
の
自
然
災

害
に
対
す
る
災
害
対
策
に
つ

い
て

山
田
城
跡
に
つ
い
て

糸
数
　昭
　議
員

琉球村駐車場

琉球村施設内
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　特
別
定
額
給
付
金
の
村
内
の
達
成

率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
対
象
者
は
５
４
８
１
世
帯
、
人
数
に

し
ま
し
て
１
万
１
１
２
８
人
で
ご
ざ
い

ま
す
。事
業
費
が
１１
億
１
３
５
０
万
円

で
、
達
成
率
と
し
て
は
世
帯
ベ
ー
ス
で

９９
・
０
％
、
人
口
ベ
ー
ス
で
９９
・
４
％

と
な
って
お
り
ま
し
て
、５
４
２
８
世
帯
、

１
万
１
０
７
５
人
の
申
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　
新
生
児
へ
の
給
付
も
で
き
な
い
か
。

ま
た
次
年
度
か
ら
出
産
祝
い
金
と
し

て
少
子
化
対
策
も
で
き
な
い
か
。

　
　総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
と
し
て
、
景

気
回
復
商
品
、支
援
商
品
券
事
業
、そ

の
中
で
は
令
和
２
年
１２
月
２８
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
新
生
児
も
１
万
円
の
商
品

券
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。少
子
化
対
策
事
業
の
中
で
の
子
育

て
支
援
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
関
係
課
、

庁
内
含
め
て
村
の
重
点
施
策
で
あ
り

ま
す
の
で
、
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　恩
納
村
漁
協
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
サ
ン
ゴ
の
養
殖
、
植
え
付
け
、オ

ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の

費
用
と
成
果
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
サ
ン
ゴ
養
殖
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ

ま
で
３
万
１
８
８
９
本
。サ
ン
ゴ
の
植

え
付
け
本
数
は
令
和
元
年
度
よ
り「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
活
用
い
た
し
ま
し
て

１
千
本
。オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
は
３
６
５

匹
と
な
って
お
り
、委
託
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
５
４
万
９
千
円
で
す
。ま
た
、

平
成
25
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
「
水
産
業
・
漁
村
の

多
面
的
事
業
」に
お
き
ま
し
て
、サ
ン
ゴ

の
植
え
付
け
が
１
万
１
２
３
７
本
、
種

苗
生
産
が
１
万
１
５
９
７
本
、
オ
ニ
ヒ

ト
デ
駆
除
２
万
３
２
２
４
匹
。補
助
金

額
は
、延
べ
９
１
４
万
８
千
円
と
な
って

い
ま
す
。

　
　赤
土
流
出
防
止
対
策
と
し
て
、べ
チ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
費
用
、効
果
を
教
え
て

下
さ
い
。

　
　農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
平
成
２９
年
度
よ
り
、県
の
事
業
を
活

用
し
ま
し
て
、「
赤
土
等
流
出
防
止
営

農
対
策
促
進
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。深
度
破
砕
、
畑
の
裸
地
対
策
と
し

て
緑
肥
を
植
え
る
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。費
用
と
い
た

し
ま
し
て
、
平
成
２９
年
度
に
１
１
９
４

万
１
千
円
、平
成
３０
年
度
が
１
０
４
９

万
８
千
円
、令
和
元
年
度
が
８
１
０
万

４
千
円
で
す
。ま
た
令
和
元
年
度
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
ま
し
て
４
２

０
万
４
千
円
を
県
の
事
業
に
対
象
と

な
ら
な
い
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま

す
。効
果
と
し
て
、
赤
土
の
流
出
が
約

５０
〜
６０
％
は
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
広
報
誌
に
つ
い
て
危
険
生
物
の
注

意
喚
起
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　
　村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
毎
年
７
月
頃
、
海
の
危
険
生
物
を

広
報
誌
や
窓
口
な
ど
で
注
意
喚
起
し
、

同
様
に
ハ
ブ
等
な
ど
も
窓
口
等
で
注
意

喚
起
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
は
ハ

ブ
の
捕
獲
数
の
多
い
地
域
や
捕
獲
数

が
多
い
場
所
を
公
表
し
た
り
、
危
険
な

場
所
に
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て

注
意
喚
起
を
促
す
な
ど
、広
報
の
周
知

の
仕
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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質

質質

答

答答

島
袋
　裕
介
　議
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

サ
ン
ゴ
の
村
づ
く
り
に
向

け
た
行
動
計
画
つ
い
て

広
報
誌
に
つ
い
て

以前の広報うんな
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漁
港
は
誰
が
管
理
者
な
の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
漁
港
は
村
の
管
理
、管
理
者
は
村
長

で
す
。

　
　
真
栄
田
漁
港
で
、
中
高
校
生
が
漁

船
の
出
入
り
す
る
荷
揚
げ
場
か
ら
飛

び
込
ん
で
泳
い
で
い
る
。「
遊
泳
禁
止
」

と
大
き
く
赤
く
ペ
ン
キ
さ
れ
て
い
る
。

あ
の
状
況
か
ら
す
る
と
危
な
い
。管

理
者
は
村
長
で
す
か
ら
組
合
、
漁
民

に
注
意
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
漁
協
を
通
し
て
注
意
す
る
よ
う
に

依
頼
し
て
い
る
。今
後
も
継
続
し
て
指

導
は
やって
い
き
た
い
。

　
　
当
該
感
染
症
対
策
の
方
針
、
決
定

の
あ
ら
ま
し
と
そ
の
経
緯
を
伺
い
ま

す
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
県
か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
を
も
と

に
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
第

２
波
、
第
３
波
に
備
え
た
警
戒
レ
ベ
ル

指
標
を
策
定
し
、地
域
、事
業
所
等
の

感
染
防
止
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
辺
の
判
断
は
ど
う
い
う
形
で

決
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
教
育
委
員
会
、教
育
長
か
ら
の
通
知
、

県
か
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
て
方
策
を

決
定
し
、対
策
本
部
等
で
協
議
し
て
確

認
し
て
策
定
し
て
い
る
。

　
　
恩
納
村
も
独
自
の
対
応
策
を
出
し

て
い
る
。屋
外
の
事
業
と
か
集
会
に

関
し
て
は
、
３
密
は
回
避
で
き
る
。今

ま
で
の
経
緯
を
見
る
と
、屋
内
の
３
密

状
態
の
中
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
踏
ま
え
て
、役
場
の
ほ
う
で
状

況
を
加
味
し
て
、そ
の
上
で
の
対
策
に

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
村
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
合
わ
せ
た
内
容

に
し
た
形
で
協
議
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
し
て
ま
す
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
を
そ
の

都
度
、逐
次
緊
急
も
含
め
て
開
催
し
て

い
る
。村
に
合
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、

私
た
ち
は
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。例

え
ば
指
定
管
理
を
や
っ
て
い
る
皆
さ
ん

を
呼
ん
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
使
用
施
策
の
変
更
が
あ

れ
ば
、
主
要
施
策
と
し
て
年
度
初
め

に
施
政
方
針
で
そ
の
旨
明
記
す
べ
き

で
あ
る
。施
策
の
変
更
に
当
た
っ
て
、

現
状
と
の
不
都
合
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。恩
納

村
は
、
２８
㎞
に
わ
た
っ
て
細
長
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
施
設
を
置
い
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
よ
う
と
い
う
説
明

を
歴
代
村
長
か
ら
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
各
学
校
に
照
明
施
設
が

あ
り
、そ
れ
か
ら
文
化
施
設
に
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
い
こ
う
と
説
明

を
何
度
か
受
け
て
い
る
。集
約
と
い

う
形
で
や
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
小

学
校
照
明
施
設
、水
泳
プ
ー
ル
、児
童

ク
ラ
ブ
も
皆
さ
ん
方
が
し
っ
か
り
と

説
明
を
し
て
、
恩
納
村
は
財
源
が
厳

し
い
と
、
だ
か
ら
集
約
し
ま
す
よ
と
、

協
力
し
て
下
さ
い
と
い
う
の
が
筋

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
令
和
２
年
度
の
施
政
方
針
で
は
学

校
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画
に

具
体
的
な
明
記
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。来
年
度
以
降
の
施
政
方
針
で
具

体
的
に
表
記
し
た
い
。

　
　
学
校
施
設
は
無
料
で
す
。受
益
者

負
担
は
そ
の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ

と
で
、
収
益
と
は
別
の
問
題
だ
と
思

う
。ど
う
い
う
考
え
で
す
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
受
益
者
負
担
は
、
財
政
効
果
も
含

め
て
受
益
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
な

負
担
は
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、戦
略

と
持
続
可
能
な
維
持
管
理
を
伺
い
ま

す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
総
量
の
最
適
化
や
、公
共
施
設
等
の

長
寿
命
化
、維
持
管
理
費
の
削
減
に
取

組
み
、
村
民
や
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
た
い
。
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答
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吉
山
盛
次
郎
　議
員

漁
港
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
公
共
施
設
に

係
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
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８
月
２４
日
の
大
雨
に
よ
る
河
川
冠

水
被
害
は
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
今
回
の
大
雨
に
よ
る
冠
水
は
７
河

川
、
１
排
水
路
。河
川
で
は
与
久
田
川
、

垂
川
、大
湊
川
、明
地
川
、長
浜
川
、億

首
川
、
久
志
川
。排
水
路
で
は
南
恩
納

の
下
勢
高
排
水
路
。河
川
の
決
壊
が
垂

川
の
上
流
で
１
件
。

　
　
南
恩
納
の
浸
水
に
つ
い
て
、以
前
に

大
き
な
川
を
造
っ
て
、海
か
ら
も
堤
防

工
事
は
や
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
工
事

が
計
画
ど
お
り
に
浸
水
を
し
な
い
と

い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
３
時
間
で
１
５
０
ミ
リ
の
雨
が
降
っ

て
い
ま
す
。想
定
外
の
雨
で
あ
り
ま
し

た
。勢
高
排
水
路
に
問
題
は
な
く
て
、

下
勢
高
排
水
路
に
土
地
改
良
側
か
ら
、

国
道
寄
り
の
東
側
に
あ
る
土
地
改
良

区
か
ら
水
が
集
中
し
、
道
が
低
い
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。分
散
と
か
、
か
さ

上
げ
と
か
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
調
査
は
ま
だ
進
行
中
で
、
ち
ゃ
ん
と

調
べて
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
給
水
開
始
２０
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
み
、
毎
年
配
水
管
の
破
裂
が

あ
る
。将
来
的
に
配
管
、
水
量
調
整

メ
ー
タ
ー
等
の
補
助
事
業
で
の
改
修

が
可
能
か
ど
う
か
。ま
た
メ
ー
タ
ー

の
耐
用
年
数
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
管
路
の
改
修
は
、
今
年
度
調
査
事

業
を
実
施
し
、事
業
は
令
和
６
年
以
降

に
な
る
。水
量
調
整
メ
ー
タ
ー
等
の
改

修
は
、改
修
で
き
る
メ
ニュ
ー
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
早
め
に
で
き
る
よ
う
県

と
調
整
し
て
い
き
た
い
。メ
ー
タ
ー
の

耐
用
年
数
は
２０
年
と
報
告
を
受
け
て

い
る
。

　
　
村
内
の
捕
獲
箱
の
設
置
数
、
捕
獲

数
は
。

　
　
村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
本
年
度
５
０
０
基
設
置
し
１０
匹
捕

獲
し
て
お
り
ま
す
。６
月
か
ら
８
月
に

１
５
０
基
、
９
月
か
ら
１１
月
に
１
５
０

基
の
設
置
を
予
定
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
生
息
情
報
の
収
集
に
取
り
込
み
、継

続
的
に
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
捕
獲
を
実
施

し
、沖
縄
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対

応
を
し
た
い
。

　
　
タ
イ
ワ
ン
ス
ジ
オ
は
、外
来
生
物
法

に
基
づ
く
特
定
外
来
生
物
に
指
定
を

さ
れ
て
い
る
。在
来
の
希
少
野
生
動

物
の
生
態
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
、
予
算
化
が
必
要
で
は
。

　
　
村
民
課
長
　新
城
綱
規

　
　
今
後
は
、状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
観
光
産
業
、
第一次
産
業
は
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。経
済
損
失
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
観
光
業
の
経
済
損
失
は
、観
光
客
の

減
少
が
始
ま
っ
た
。令
和
２
年
２
月
か

ら
７
月
ま
で
で
、
国
内
、
国
外
を
合
計

い
た
し
ま
す
と
、
お
お
よ
そ
2
０
８
億

４
千
万
円
の
入
域
観
光
客
数
か
ら
見

た
経
済
損
失
と
な
って
お
り
ま
す
。

　
　
歳
入
減
に
よ
る
今
後
の
対
応
策
は
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
は
予
測
で
き
な
い
。今
後
も
村
内
企

業
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。既
に
固

定
資
産
税
、
法
人
村
民
税
等
の
徴
収

猶
予
許
可
額
が
約
２
億
６
０
０
０
万

円
と
、法
人
村
民
税
の
還
付
額
が
１
１

０
０
万
円
、歳
入
の
根
幹
を
な
す
村
税

が
大
幅
に
減
収
す
る
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。厳
し
い
財
政
状
況
に
お
き
ま
し

て
も
村
民
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を

さ
せ
な
い
こ
と
が
基
本
、
村
民
生
活
や

村
経
済
を
支
援
す
る
取
組
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。
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外
間
　勝
嘉
　議
員

恩
納
村
内
の
河
川
冠
水
被

害
状
況
に
つ
い
て

喜
瀬
武
原
水
利
組
合
配
水

管
の
老
朽
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

恩
納
村
経
済
損
失
に
つ
い
て

タ
イ
ワ
ン
ス
ジ
オ
に
つ
い
て
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化
学
肥
料
の
補
助
金
対
象
品
目
と

そ
う
で
な
い
品
目
が
あ
る
が
、
何
を

基
準
に
決
め
ら
れ
た
の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
環
境
保
全
へ
の
観
点
か
ら
団
体
と

話
を
し
た
中
で
品
目
を
絞
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　
　
農
作
物
の
多
品
目
化
に
よ
り
肥
料

も
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。一律
に
補

助
金
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
出
荷
団
体
、現
状
も
聞
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
緊
急
対
策
の
２０
％
の
上
乗
せ
分
は

化
成
、
有
機
肥
料
分
け
隔
て
な
く
対

象
と
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
農
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
今
後

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
有
機
肥
料
を
推
奨
し
補
助
を
加
え

て
環
境
保
全
に
つ
な
げ
た
方
が
い
い

と
思
う
が
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
恩
納
村
は
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
を
し
て

お
り
環
境
への
配
慮
は
重
要
だ
が
、
農

業
経
営
も
重
要
、
農
家
の
た
め
に
な
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
農
家
が
堆
肥
を
購
入
し
、
補
助
金

が
付
か
な
い
事
例
が
あ
る
。補
助
金

を
執
行
し
て
い
る
役
場
と
Ｊ
Ａ
が
お

互
い
密
に
な
っ
て
、農
家
に
不
利
益
が

な
い
よ
う
に
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
議
員
の
指
摘
で
初
め
て
把
握
し
た
。

農
協
と
も
十
分
連
携
し
な
が
ら
精
査

し
て
い
き
た
い
。

　
　
１０
月
２３
日
を
も
っ
て
山
田
出
張
所

が
閉
ま
る
。石
川
、
読
谷
支
店
で
の
購

買
が
多
く
な
る
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

経
営
主
体
が
違
う
と
さ
ら
な
る
不
具

合
が
出
て
く
る
。農
家
の
不
利
益
に

な
ら
な
い
よ
う
協
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
Ｊ
Ａ
と
し
っ
か
り
協
議
し
、
農
家
の

不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　
村
に
は
ナ
ビ
ー
ち
ゃ
ん
と
、
サ
ン
ナ

ち
ゃ
ん
の
２
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、立
ち
位
置
は
村
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
ナ
ビ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
琉
歌
大
賞
の
Ｐ

Ｒ
活
動
が
主
、サ
ン
ナ
ち
ゃ
ん
は
、サ
ン

ゴ
の
村
宣
言
の
周
知
広
告
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

　
　
万
座
毛
周
辺
活
性
化
施
設
に
立
派

な
サ
ン
ナ
ち
ゃ
ん
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。設
置
さ
れ
た
経

緯
を
伺
い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
の
趣
旨
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と

で
恩
納
村
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
万
座
毛
で
の
設
置
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
　
万
座
毛
の
歴
史
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

恩
納
ナ
ビ
ー
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。

恩
納
ナ
ビ
ー
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
施
設
内
で
使
用
で
き
る
可
動
式
の

モ
ニュ
メ
ン
ト
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
歴
史
的
な
観
点
か
ら
、
そ
の
ナ

ビ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
教
育
委
員
会

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
社
会
教
育
課
長
　長
浜
健一

　
　
万
座
毛
と
ナ
ビ
ー
は
関
連
す
る
と

理
解
し
て
お
り
、
ナ
ビ
ー
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
設
置
は
、あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質

質質

質質質

答

答答答

質質 答答

答

答答答

大
城
　保
　議
員

堆
肥
、
化
成
肥
料
の
補
助

等
に
つ
い
て

万
座
毛
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

補助金対象の化成肥料

サンナちゃん（万座毛）
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恩
納
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
関
連
予
算（
事
業
費
）か
ら
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、現

時
点
の
予
算
執
行
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
総
額
２
億
４
９
２
８
万
６
千
円
を

７
つ
の
事
業
で
財
源
補
正
を
行
い
ま
し

た
。執
行
額
と
い
た
し
ま
し
て
は
１
億

９
５
２
万
８
千
円
、
執
行
率
と
い
た
し

ま
し
て
３１
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
補
正
予
算
の
中
で
、
村
内
主
要
ホ

テ
ル
感
染
予
防
機
器
購
入
等
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
。観
光
客
へ
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
設
置
に
係
る

補
助
事
業
で
す
が
、
村
指
定
管
理
施

設
へ
も
感
染
予
防
機
器
購
入
補
助
金

の
手
当
、支
援
が
で
き
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
実
際
交
付
額
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、

具
体
的
に
は
ま
だ
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。今
後
、そ
の
指
定
管
理
施
設
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
事
業
所

と
の
情
報
共
有
と
、ま
た
支
援
策
に
つ

い
て
、
多
く
の
村
民
が
利
用
す
る
社

会
福
祉
協
議
会
、
恩
納
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

な
か
ゆ
く
い
市
場
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
村
の
指
定
管
理
施
設
と

の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、各
事
業

所
と
の
会
議
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
、庁

議
で
の
各
課
連
携
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
恩
納
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
本
部
会
議
と
し
て
実
施
し
、本

村
で
定
め
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
及
び
各
施
設
の
運
用
判
断

基
準
を
確
認
し
な
が
ら
、各
施
設
担
当

課
か
ら
指
定
管
理
者
へ
の
報
告
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
指
定
管
理
の
代
表
者
等
、
各
１
人

こ
の
対
策
本
部
会
議
に
参
加
で
き
れ

ば
全
体
的
な
情
報
収
集
等
、
中
身
的

に
も
連
携
の
強
化
が
図
れ
る
と
思
い

ま
す
が
意
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　
健
康
保
険
課
長
　新
里
勝
弘

　
　
内
容
に
よ
って
直
接
意
見
を
聞
い
た

ほ
う
が
い
い
場
合
は
、
対
策
会
議
に
代

表
者
等
を
呼
ん
で
情
報
共
有
を
図
って

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
社
協
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
生
活

福
祉
資
金
制
度
の
件
数
、
金
額
が
近

隣
町
村
に
比
べ
大
分
突
出
し
て
ま
す
。

休
業
失
業
で
家
計
が
維
持
で
き
な
い

方
へ
の
貸
付
金
額
、合
計
で
1
億
6
８

８
５
万
3
千
円
、件
数
に
し
て
４
９
０

件
と
3
ヶ
月
で
約
3
倍
の
伸
び
で
、窓

口
担
当
か
ら
は
７
割
強
が
観
光
関
連

従
業
員
と
聞
い
て
ま
す
が
認
識
を
伺

い
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
を
利
用
し

て
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
等
従
業
員
の

解
雇
を
せ
ず
に
休
業
手
当
等
を
支
払

う
方
向
で
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。社
会
福
祉
協
議
会
と
密
に
連

携
し
、様
々
な
就
労
支
援
事
業
の
活
用

や
村
内
事
業
所
の
求
人
情
報
や
求
職

者
に
も
提
示
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
恩
納
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
交

通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、一方

で
国
道
沿
い
の
商
業
施
設
の
売
上
げ

が
減
少
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。交

差
点
入
り
口
１
キ
ロ
手
前
、
案
内
板

や
誘
導
標
識
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

当
局
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
北
部
国
道
事
務
所
へ
要
望
し
て
い
ま

す
。今
後
も
必
要
箇
所
に
つ
い
て
は
し
っ

か
り
要
望
等
、
調
査
等
を
行
い
、
観
光

客
の
誘
導
等
に
つ
な
が
る
よ
う
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質質 答答

答答答

質質

質

答

答

山
田
　政
幸
　議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
と
支

援
策
に
つ
い
て

村
内
の
観
光
施
設
、
公
共

施
設
の
案
内
看
板
・
誘
導

標
識
に
つ
い
て

サーモグラフィー設置（万座毛）
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議会の動き
8月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　 （北部会館：議長）

・令和２年議会運営委員会（議員６名）
・令和２年第８回恩納村議会９月定例会・本
会議（開会）
・令和２年第８回恩納村議会９月定例会・本
会議一般質問（６名）
・令和２年第８回恩納村議会９月定例会・本
会議一般質問（３名）
・令和２年第８回恩納村議会９月定例会・本
会議（閉会）
・万座毛周辺活性化施設落成式
　　　　　　（万座毛活性化施設：議員６名）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　 （北部会館：議長）

・議会広報委員会第１回編集会議（委員６名）
・北部広域市町村圏事務組合議会第５５回臨
時会　　　　　　　　　 （北部会館：議長）
・経済建設民生委員会所管事務調査
　　　　　　　　　　　　（村内：議員６名）
・沖縄県町村議会議長会定例総会
　　　　　 （パシフィックホテル沖縄：議長）
・議会広報委員会第２回編集会議（委員６名）
・議会広報委員会第３回編集会議（委員６名）
・町村議会議員・事務局職員研修会
　　　　 （かでな文化センター：議員１２名）

25日

4日
7日

8日

9日

25日

29日

30日

7日
9日

12日

14日
21日
23日

27日

28日

29日

9日
12日
16日
18日

25日

・京都府亀岡市議会視察研修（役場：議長）
・北部広域市町村圏事務組合例月出納検査
　　　　　　　　　　　 （北部会館：議長）
・フォーシーズンズ沖縄ホテルアンドプライ
ベートレジデンス開発工事地鎮祭　　　　　
　　　（恩納通信所返還跡地：議長、副議長）
・北部広域市町村圏事務組合と公立大学法
人名桜大学との懇談会（名桜大学：議長）
・議会広報委員会第４回編集会議（委員６名）
・経済建設民生委員会所管事務調査
　　　　　　　　　　　　（役場：議員７名）

・議会広報委員会第５回編集会議（委員６名）
・令和２年議会運営委員会（議員６名）
・令和２年第９回恩納村議会臨時会
・第２３回恩納村産業まつり実行委員会（役
場：議長）
・キャンプ・ハンセンに関する三町村連絡協
議会（金武町：議長）
・議会だより「うんなＮｏ１４６」発行

9月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

11月　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
令
和
２
年
第
８
回
恩
納
村
議
会
定
例
会

の
最
終
本
会
議
に
あ
た
り一言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
定
例
会
に
は
、令
和
元
年
度
決
算
認
定

を
は
じ
め
多
く
の
重
要
議
案
が
提
案
さ
れ
、

議
員
各
位
が
熱
心
に
審
議
し
全
議
案
滞
り
な
く
採
決
に
至
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
村
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、一般
質
問
、委
員
会
質
疑
等
で
の
真
摯

な
ご
答
弁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
議
会
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、
示
さ
れ
た
議
員
の
意
見
、

要
望
を
十
分
尊
重
し
、
今
後
の
む
ら
づ
く
り
に
反
映
し
て
下
さ
る
こ
と

を
切
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
く
、
村
行
政
は
村
民
に
寄
り
添
い
、
村
民
の
生
活
に

直
結
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
、
ま
た
、
地
域
産
業
・
経

済
活
動
を
支
え
る
た
め
奔
走
さ
れ
る
中
、議
員
、執
行
部
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
決
算
認
定
の
定
例
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
村
民
に
直
に
接
す
る
機
会
の
多
い
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
村
民
が

安
心
し
て
日
々
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
村
民
目
線
で
業
務
に
臨

ま
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　
１６
名
の
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
に
自
己
研
鑽
し
、
調
査

活
動
を
と
お
し
て
、
村
民
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
議
会
活
動
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、村
議
会
と
執
行
部
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
前
進
し
、今
後
、

な
お一層
、
恩
納
村
が
発
展
す
る
と
共
に
、
す
べて
の
村
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

又
吉
　薫


